
問い合わせ　学校施設計画課（☎ 03-5722-9307　FAX 03-5722-9333）

　目黒南中学校および目黒西中学校の新校舎建設地となる、旧第九中学校および旧第十一中
学校について、１月末に校舎の解体工事が完了しました。
　目黒南中学校は、入札の結果、工事施工者が決定し、３月末から新築工事に着手しました。
工期は令和11年２月末までの予定であり、令和11年４月に新校舎へ移転予定です。
　一方、目黒西中学校は、合計３回の入札を実施しましたが、いずれも入札不調となりました。
今後、条件等を見直し、早期の工事施工者決定に向けて準備を進めていきます。

目黒南中学校・目黒西中学校の新校舎建設を
進めています

詳細はこちら

目黒南中学校

目黒西中学校

鷹番小学校新校舎の実施設計を進めています
　鷹番小学校の建て替えに向けて、令和７
年10月に策定した基本設計を踏まえて、現
在、実施設計を進めており、９月頃に策定
予定です。
　また、新校舎の建設にあたっては、既存
体育館を解体する必要があり、その代替と
して仮設体育館を設置します。工事は１月
より着手しており、７月中の完成を予定し
ています。

詳細はこちら

８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度
仮設体育館建設工事

新校舎建設工事
▼新校舎完成

校庭整備工事

解体工事（１期）

解体工事（２期）

住区センター棟建設工事（時期未定）

建て替えのスケジュール� ※今後の状況により、変更の可能性あり

　下目黒小学校の建て替え工事期間中に活用
する仮校舎（旧めぐろ学校サポートセンター）
については、令和７年８月に策定した基本設
計を踏まえて、更に詳細な検討を行い３月に
実施設計を策定しました。
　また、下目黒小学校の建て替えに向けて、
第一段階となる基本構想を策定するにあた
り、学校関係者、保護者、地域の皆さんな
どを構成員とする「目黒区立下目黒小学校新
校舎検討地域懇談会」を設置しました。
　２月に第１回地域懇談会を開催し、皆さ
んから多数ご意見をいただきました。
　いただいたご意見を踏まえ、７月頃を目
途に設計事業者を選定し、設計作業を進め
ていく予定です。

下目黒小学校の建て替えに取り組んでいます

▲第１回地域懇談会の様子

詳細はこちら

名称 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

下目黒小学校

旧めぐろ学校
サポートセンター
（仮校舎）

設計
解体・新校舎建設工事

新校舎
運用

整備工事

仮校舎運用

建て替えのスケジュール� ※今後の状況により、変更の可能性あり
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問い合わせ　教育指導課（☎ 03-5722-9313　FAX 03-3715-6951）

東京都小学生科学展特別賞受賞

受賞者
東山小学校
　柊 優さん

　東京都教育委員会が主催する東京都内の理数好き
の小学生が、自ら決めたテーマについて深く研究し
た成果を展示・発表する東京都小学生科学展で、目
黒区代表となった柊優さんの「と会のアズマヒキガ
エル大けんきゅう」が特別賞を受賞しました。

東京都中学生科学コンテスト受賞
受賞者
目黒中央中学校
　佐藤 空斗さん
　吉村 泰希さん
　宮下 瑞希さん

　東京都教育委員会が主催する東京都内の中学校等
に在籍する生徒が理科・数学等の能力を競い合い切
磋琢磨する東京都中学生科学コンテストの実技部門
において、目黒中央中学校の生徒３名が優秀賞を受
賞しました。

特別の教科 道徳
　牛田 祐子 主幹教諭（東根小学校）

　区では、優れた専門知識と指導技術をもつ授業力の高
い教員を授業スペシャリスト、授業改善に積極的に取り
組み、優れた実践を重ねている若手教員を授業アドバン
サーとして表彰しております。
※認定した当時の職名、学校名を記載しています

外国語科・外国語活動
　川村 克枝 主任教諭（東根小学校）

岡田 空 教諭（八雲小学校）
舘山 元貴 教諭（烏森小学校）
宮嵜 拓郎 教諭（烏森小学校）

松尾 大介 主任教諭（向原小学校）
矢野 有香 教諭（五本木小学校）
平野 旭 教諭（不動小学校）

授業アドバンサー 令和７年度は６名の教員を認定しました。

授業スペシャリスト 令和７年度は２名の教員を認定しました。
（前列）中央２名：目黒区立学校授業スペシャリスト
（後列）右から６名：目黒区立学校授業アドバンサー

目黒区立学校授業スペシャリスト・授業アドバンサー

道徳教育の要となる道徳の授業の中で、子ども

たちが、いかに悩み・葛藤しながらも多様な価

値観に触れ、自己を見つめられるか試行錯誤す

る日々です。今後も研鑽を重ね、中核となって

道徳教育の推進を図っていきたいと思います。

子どもたちが、「できた」「わかった」と実感し、英

語を学ぶ「楽しさ」を感じられる授業づくりを大切

にしています。一人ひとりの学びを丁寧に認め、

安心して挑戦できる学習環境を整えることを重視

しています。今後も実践を通して得た知見を授業

改善に生かし、指導方法を共有することで先生方

の授業力向上に貢献していきます。
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